
 高校入試 数学研究所 

 

 

 

（難易度 A） 

右の図 1で，点 Oは原点，点 Aの座標は (0，6)，直線 lは一次 

関数    のグラフを表している。点 Bは直線 l上にあり，x座

標は 8 である。点 P は直線 l 上にあり，x 座標が正の数で，点 B

から原点の方向へ動く。2点 A，Bを結ぶ。2点 A，Pを通る直線

をmとする。座標軸の 1目盛りを 1cmとして，次の各問に答えよ。 

（1）点 Pが点 Bにあるとき，直線 mの式を求めよ。 

（2）図 1において，△AOPの面積と△APBの面積の比が 

3：1となるとき，点 Pの座標を求めよ。 

（3）右の図 2 は，図 1 において，直線 m の傾きが－2 の場

合を表している。このとき，△APB の面積は何 cm2か。

 （東京都共通問題） 

 

 

 

 

（1）点 Pが点 Bにあるので，直線 mは 2点 A(0，6)，B(8，4)を通る直線の式となる。 

y = ax + 6に B(8，4)を代入し， 
 

（2）「塾技 18」より，△AOP：△APB = OP：PB 

右の図で，点 Pの x座標を pとすると， 

8－p：p－0 = 1：3 

 p = 24－3p 

 p = 6  よって，P(6，3) 
 

（3）直線 APの式は，y =－2x + 6となるので，lと mの交点 Pの座標は， 

  

 

 

右の図のように，P を通る y 軸に平行な直線と，AB との

交点を Qとする。直線 ABの式は，（1）より， 

なので，Qの y座標は，   を代入して， 

  

求める面積は，「塾技 17（2）」より， 
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塾技17 座標平面上の三角形（1） 

 問題 

解 

答 

代入法 

〈図 1〉 

〈図 2〉 

14 8 6a a   　　 より，
4

答 

別解 

1
2
2 6

y x

y x



  

1 2 6
2

4 12
12 1 12 6 12 6P( , )
5 2 5 5 5 5

x x

x x

x y

  

  

   ， 　　

1
2

y x

12
5

x 

1 6
4

y x  

1 12 27 12 276 Q( , )
4 5 5 5 5

y      　→　 　

27 6 1APB 8 ( )
5 5 2

284 (cm )
5

    △ 答 

1 12 1APB AOB AOP 6 8 6
2 5 2

284 (cm )
5

        △ △ △ と求めてもよい。

1
6

4
y x  

6

y

8 xO

A

B

P

m

l

Q

8

27
5

6
5

－

y

p xO

A

B

P

m

l

3 1

3

1

8


